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JCMAホームページ JCMA パンフレット
一般社団法人 日本コンベンション協会

JCMAは、ビジョン「人が集うと世界が動く」のもと、コンベンション・MICE業界に従事する事業者や公的団体が集結し、

ビジネス交流や日本のMICE産業の振興・国際競争力強化に向けて活動する日本最大のコンベンション業界団体です。

「 人 が 集 う と 世 界 が 動 く 」

人材の育成とナレッジの継承メリット

１
７つの委員会事業を通じた人材育成プログラムとナレッジの継承

国内外の幅広い業界ネットワーク構築と交流を通じたビジネス振興

ネットワークの構築と交流

行政や関係機関に対してMICE産業振興に資する業界からの
提言・発信活動に参画

提言・要望活動への参画
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人材育成 ｜ 会員交流 ｜ 広報 ｜ ダイバーシティ推進 ｜ 国際交流推進 ｜ 次世代 ｜ SDGs ｜ 関西支部

■ ７委員会と 1支部 ■

■ 会員の多様な業種 ■

企画・運営 ｜ 印刷・デザイン ｜ 映像・音響・照明 ｜ ケータリング ｜ 広告 ｜ 情報・システム

シンクタンク・コンサル ｜ 人材サービス ｜ 通訳・翻訳 ｜ ディスプレイ ｜ ホテル ｜ 旅行・運輸・物流 ｜ レンタル

コンベンション施設 ｜ 行政機関 ｜ コンベンションビューロー ｜ アカデミア会員 ｜ 個人会員 ｜ その他
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日本のMICE産業振興や業界の社会的価値の認知拡大に向けて、行政や関係諸団体と定期的な

意見交換の場を持ち、機を捉えて提言活動を行っています。また、国を挙げたMICE推進の機運

醸成や、MICEの誘致・開催への環境整備等について政府への働きかけを行っています。

提言・要望活動への参画３メリット

◆2023年１月の「MICE再起動のための提言」は、ポストコロナに向けた 政府の戦略実現ツールとしての
MICE開催の意義や効果を再定義した内容で、同年5月 政府発表の新施策 「新時代のインバウンド拡大
アクションプラン」にもMICE推進施策が盛り込まれました。2024年4月には「次のステージへ_ MICE
の産業化へ向けた提言」を提出、業界のさらなる躍進を目指します。

◆日本標準産業分類の第14回改定において、「コンベンション（国際会議等）の企画・運営業」の例示追記が
 実現しました。（施行：２０２４年4月1日）

◆コロナ禍において、会員の皆様の現状に関する意見等を収集・総括し、「感染症対策ガイドライン」を策定
する一方で、MICE事業者支援策やMICE開催条件緩和への働きかけ等を含む緊急提言を首相官邸・
観光庁へ発出しました。

Topics

◆「人材育成委員会」と「次世代委員会」によるコラボ企画 『モルックでチームビルディング』 
   『レゴ®シリアスプレイ® 』等、若手から中堅まで幅広い世代のメンバーが参画するワーク
ショップを通じた学びや交流の場を通じ、人材育成の機会を提供しています。

◆「SDGs委員会」では、会員のSDGsやサステナビリティ活動に関して、実践事例の会員間の情報共有、業界
としてのガイドラインの共同検討など、持続可能な社会実現に向けて活動しています。

◆その他、業界の発展につながる事項をテーマとしたセミナーや会員間のネットワーキングのためのイベント
 等を続々企画中です。

Topics

「人材育成委員会」「会員交流委員会」「広報委員会」「ダイバーシティ推進委員会」「国際交流

推進委員会」「次世代委員会」「SDGs委員会」の7つの委員会と関西支部にて、多岐にわた

る業種の事業者が協働して活動しています。委員会・支部主催のセミナーやイベント等の開

催を通じて、あらゆる階層の人材育成やナレッジの継承に取り組んでいます。

人材の育成とナレッジの継承１メリット

ネットワークの構築と交流

MICEに関する様々な業種で構成されるJCMAの会員数は280超。業種を超えた

ビジネスのリレーションづくりや情報交換の場を提供しています。

また、ICCA（国際会議協会）の提携業界団体として、アジア諸国（韓国、シンガポー

ル、台湾、マレーシア）のMICE団体とのMOU（連携協定）締結により、グローバルな

知見共有の機会を定期的に設けています。

◆「会員交流委員会」による『サマーセミナー』では、全国各地を訪問し自治体・コンベンションビューローによる
地域ならではの体験を通じた交流、ユニークベニューやテクニカルビジットとしてのコンテンツ探求の機会と

   なります。（開催地実績：沖縄、金沢、神戸、浜松、福井、松本）

◆「ダイバーシティ推進委員会」「国際交流推進委員会」では、地方会員を主役にした
ワークショップ開催や、海外視察（シンガポール、タイ、韓国、 台湾 等）として海外の
MICE諸団体との意見交換の機会を設けています。

◆2025年4月からは関西支部が本格始動。西日本地域の会員間交流の活発化を
目指して活動を展開しています。

◆「広報委員会」主導による公式SNS(X、YouTube）を開始し、次世代委員会企画 「ちゃぶ台コンベンション」
（会員紹介動画）などを掲出。またWebサイトTOPページに会員による業界の情報発信の場となる『会員からの
お知らせ』コーナーを新設し、従来からのメールマガジンと連動する形で、MICE業界やJCMA関連トピックを
発信しています。

Topics
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